
シナジーというのは「相乗効果」という意味で、１台

のボックスにハイ・バンド（高域帯）とロー・バンド

（低域帯）を別々の回路でディストーションを作りミッ

クスしてドライブ・サウンドを作り出すという、独自の

アイデアによるニュー・タイプのディストーション・エ

フェクター。これは、かつてジミ・ヘンドリクスとロジ

ャーが、スタジオでジミが求めるサウンドへの試行錯誤

している時の手法で、ハイとローを別々の回路にすると

いうアイデアはここから生まれている。

各モデルには、それぞれロジャー・メイヤーを代表す

るディストーション・モデルの回路が2タイプづつ内蔵

され、ミックスによる新たな音作りが可能になっている。

各モデルのドライヴ回路は「VOODOO - X X」

（VOODOO-1＋Voodoo-Bass）、「VOODOO-TT」

（VOODOO-1＋Voodoo-Boost）、「Voodoo-Bass 2」

（Voodoo-Bass＋Voodoo-Bass2 Original）、「KURO

KAGE」（spitfire＋Mongoose）となっている。ギタ

ー/ベースから入力されたシグナルは、スプリッターに

よって高域と低域に分割され、高域用のドライブ回路と

低域用のドライブ回路に分けられ、再びミックスされて

アンプへとアウトプットされるが、高域、低域用の各ド

ライブ回路には、独立したイコライザーとドライブ・レ

ベルが用意されているため、帯域別にディストーション

の深さとトーンを作る事が可能で、これによって、それ

ぞれに内蔵されているエフェクター単体では得られない

シナジー・シリーズならではのサウンド・メイクを作り

出す事ができる。

これらの4モデルに共通して、本体背面に用意されて

いるコントロールにアウトプットとミックス（バランス）

ツマミがある（写真1）。このコントロールは、ハイ・バ

ンド側のドライブ・サウンドとロー・バンド側のドライ

ブ・サウンドのバランスをとるためで、グリーンのツマ

ミを正面にしてセンター位置でハイ／ロー各ドライブ・

サウンドが１：１でミックスされ、右方向にツマミを廻

して行くにしたがって、ロー・バンド側のドライブ・サ

ウンド、センター位置から左方向に廻して行くとハイ・

バンド側のドライブ・サウンド寄りに変化して行く。

（例えばVoodoo-TTを使いロー側のドライブ量を少なめ

にし、ミックス・バランスをハイ寄りな設定でクリー

ン・サウンドのアンプによって作る、60年代のレトロ

なファズ系の歪み）。

オールラウンドで使用できそうなバランスの良いディス

トーション・サウンドを基本とするVOODOO-XXでは、

2つのドライブ・レンジで基本的な歪みサウンドをセッテ

ィングし、ミックス・コントロールによってトーン全体の

明るさを決定してやるなど、ハイ、ロー各ドライブに用意

されているドライブ・レベルそしてEQコントロールとミ

ックスの兼ね合いによって、非常に幅広いトーン・キャラ

クターを作り出す事ができるようになっている。

どのモデルもアウト・プットは、HW OUT、BF

OUT2、BF OUT3の2系統用意されている。HWアウト

はハード・ワイヤード・アウトと呼ばれ、バイパス時では、

ギター／ベースなどからのシグナルがエフェクト回路を通

過せずにスルーで出力される。BFアウトのBFはバッファ

ー回路を経由したアウトで、バッファーとは、簡単にいう

とエレキ・ギターやエレキ・ベースのようなハイ・インピ

ーダンス・タイプの出力シグナルをロー・インピーダンス

出力に変換する回路で、エフェクターを多く使用したり、

長いケーブルを使用するなど音質の劣化を抑えたい場合、

小さなライブ・ハウスなど照明からの影響によるノイズへ

の対策などには、このバッファー・アウトからロー・イン

ピーダンスで出力すると良いだろう。バッファー・アウト

は2系統装備されているので、2台のアンプで出力する場

合や、どちらかをチューナー・アウトにすることも出来る

などスプリッターとして使用できる（写真2）。※HWア

ウトから出力されている時にはバッファー・アウト

（OUT2、3）からは信号は出力されない。

70年代オリジナル・リミッターの持つスムースで自然なコンプレッション、原音を損なわずナチュラルに

に再現するクラスAオーディオ・サーキットなど当時のオーディオ・クオリティーを忠実に継承しながら現

在のデジタル・レコーディングにも対応するよう広いヘッド・ルームそしてライン・レヴェル（+4db）、楽

器/民生オーディオ・レヴェル(-10db)入出力対応、ライブでの使用を可能にする本体バイパス/オン・スイ

ッチの装備などスタジオからホーム・レコーディング、そしてステージでも使用できるなど大きく進化を遂

げている。使用しての第一印象は、オーディオ・シグナル、楽器のどちらの入力でもスレッショルドに対し

てリミッターの掛かり具合が非常にスムーズでクセが無いことだ。アタック・タイムとリリース・タイムは、

あらかじめメーカー側で最適なポイントで6タイプにプリセットされていることもあってリミッターのセッ

ティングにあまり慣れていない人にも短時間で各コントロールの効果とスグに好みのセッティングを見つけ

ることが出来るだろう。リミッターの効果が判りやすい大きなVUメーターも良い発想だ。

■お問い合わせ：日本エレクトロ・ハーモニックス　http://www.electroharmonix.co.jp/
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ファズなどコンパクト・エフェクターだけでなくスタ

ジオ・コンソール、アウトボード・エフェクトの設計に

携わるなどミュージック・シーンでのイノヴェーターと

も呼ぶべきロジャー・メイヤーによって７０年代にニュ

ーヨークでカスタム製作され当時のトップ・スタジオの

多くで採用されていた伝説のスタジオ・リミッターがフ

ロア・タイプになって登場した。

デジタル対応へと進化

価格：10万2,900円

▲懐かしさも感じるが大きくて判り
やすい大型VUメーター

▲シンプルだが、プリセットの設定も
最適なアタック＆リリース

まだエフェクターという呼び名すら一般的でなかった

60年代からジミー・ペイジ、ジェフ・ベックらブリテ

ィッシュ・ギタリストへエフェクターを開発、中でもジ

ミ・ヘンドリックスのエフェクター開発し、その後ジミ

のレコーディング、ステージでのサウンド・メイクに大

きく関わっていた事で有名なエンジニア、ロジャー・メ

イヤーによる新たなアイデアによるドライヴ系エフェク

ツとスタジオ・クオリティーをフロア・タイプに凝縮さ

せたハイ・スペックなリミッターが登場した。

（文：谷川史郎）

シナジー・シリーズ
デュアル・バンド・ディストーション

2つのドライブ回路のバランスを
自由に設定できる
ミックス・コントロール

使用する環境に合わせ
インピーダンス・マッチが可能な
HWアウトとBFアウト

写真1 アウトプットとミックス（バランス）ツマミ 写真2 HWアウトとBFアウト

VOODOO-XX VOODOO-TT

KURO KAGE Voodoo-Bass 2

ハイ・レンジ側にはハイゲインながらもトラディショナルな真空管アンプの歪みのよう

な暖かさを持ったロジャー・メイヤーのラインナップからspitfireのドライヴ回路をマ

ウント、ロー・バンドにはしっかりとしたボトム・サウンドを持ったMongooseからの

ドライブをマッチングさせたモダン・ディストーション系のモデル。スピットファイア

ーによる粒立ちのよいアタック感とマングースの持つ独特のロー・ミッドによる組み合

わせはストレートなロック向きモダン・ディストーションを基本にデュアル・ドライブ

ならではのレンジ別に作り出す歪み感やバランスなど他のディストーション・エフェク

ターでは得られないひと味違った歪みサウンドを得る事ができる。

ハイ・バンド側にパワフルでファットな歪みでベース・レンジをカヴァーする

Voodoo-Bassをマウント、ロー・バンド側にはさらに低音域をパワー・アップさせる

ため設計された専用回路Voodoo-Bass2 Originalをマウントした充実のローエンド・

ドライヴが作り出せるモデル。BASSとネーミングされているがギター／ベースどち

らにも使用できるためギターでのロー・チューニングによるヘヴィー・サウンドからフ

レーズの音域によってドライヴ感に変化が付けられるハイ・クォリティーなベース用デ

ィストーションとしてなど低音重視でのドライヴ・サウンドを求めるプレーヤーには絶

対お勧めだ。

伝統のファズ・サウンドを現代のアンプなどでもコントロールしやすくしたVOODOO-

1をハイ・バンド側に使用、低域側ロー・バンド用としてブースターとオーヴァー・ド

ライブの中間的なブースト系の滑らかでファットな歪みをキャラクターとする

Voodoo-Boostをマウントしブルージーなオーヴァー・ドライブ・サウンドからファ

ズ・トーンまでをカヴァーするニュー・タイプのカップリング・モデル。アンプ側サウ

ンド・メイクとのマッチングによって独特のクランチ感を持ったコード・サウンドから

60年代ファズ・タイプまで幅広いドライブ・サウンドを作り出す事ができる。

ロジャー・メイヤーの代表機種の一つであるVOODOO-1をハイ・バンド側、低域のロ

ー・バンド側には極太なファズ・サウンドで知られるVoodoo-Bassをマウント、ファズ

系のキャラクターを持ちながらもディストーションとしても使いやすい歪みを持つ

VOODOO-1の歪みとファットな低域での歪みというワイド・レンジでパワフルな歪みを

ミックスする事ができる。ハイ・バンド側のドライブ・レベルを下げめに設定しミック

ス・バランスで高域では歪みを抑えめに、低音弦側では太くパワフルなディストーション

を作りだすなど豊かな低域の歪みとソリッドな歪みの両方を得たい場合にはお薦めだろう。

価格：3万7,800円 価格：3万7,800円

価格：3万7,800円 価格：3万7,800円


